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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】  入力音声を複数サンプリングしたものに

基づいて計算された量子化フィルタ係数の設定された合

成フィルタを具備し、複数のピッチ周期成分を有するピ

ッチ励振源と複数の雑音波形ベクトル成分を有する符号

帳励振源とより成る２個の励振源からフレーム単位毎に

時系列ベクトル成分により合成フィルタを駆動して音声

を再生することを利用して音声を符号化する音声の予測

符号化装置において、

２個の励振源およびのベクトル成分それぞれに対して利

得を同時に乗算する利得部を具備し、合成音声と入力音

声との間の差である歪を最小にする様に両励振源中の各

励振ベクトル成分を選択すると共に利得部の利得を設定

する歪パワー計算部を具備し、符号帳励振源の選択され

た雑音波形ベクトル成分に選択された利得を乗じた残差

波形とそれ以前に蓄積されている残差波形とに基づいて

次のフレームの符号帳の雑音波形ベクトル成分に与える

利得を予測する利得予測部を具備し、

利得部はピッチ励振源用利得部および符号帳励振源用利

得部をそれぞれ分割し、ピッチ周期成分と符号帳の励振

ベクトル成分それぞれを半分ずつピッチ励振源用利得部

および符号帳励振源用利得部に与えることを特徴とする

音声の予測符号化装置。

【請求項２】  入力音声を複数サンプリングしたものに

基づいて計算された量子化フィルタ係数の設定された合

成フィルタを具備し、複数のピッチ周期成分を有するピ

ッチ励振源と複数の雑音波形ベクトル成分を有する符号

帳励振源とより成る２個の励振源からフレーム単位毎に

時系列ベクトル成分により合成フィルタを駆動して音声

を再生することを利用して音声を符号化する音声の予測
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符号化装置において、

２個の励振源およびのベクトル成分それぞれに対して利

得を同時に乗算する利得部を具備し、合成音声と入力音

声との間の差である歪を最小にする様に両励振源中の各

励振ベクトル成分を選択すると共に利得部の利得を設定

する歪パワー計算部を具備し、符号帳励振源の選択され

た雑音波形ベクトル成分に選択された利得を乗じた残差

波形とそれ以前に蓄積されている残差波形とに基づいて

次のフレームの符号帳の雑音波形ベクトル成分に与える

利得を予測する利得予測部を具備し、

利得部をピッチ励振源用利得部と符号帳励振源用利得部

とを縦続接続して構造化したことを特徴とする音声の予

測符号化装置。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】この発明は、音声の予測符号化装

置に関し、特に、２個の励振源からそれぞれ選択した励

振候補により合成フィルタを駆動してより少ない情報量

の音声信号系列ディジタル伝送を実現する音声の予測符

号化装置に関する。

【０００２】

【従来の技術】ディジタル移動通信その他の音声情報

量、伝送周波数帯域を圧縮して伝送する技術を採用する

技術分野においては、種々の高能率符号化法が採用され

ている。８kbit/s程度の情報量により符号化する方法と

しては、ＣＥＬＰ（符号駆動型線形予測）、ＶＳＥＬＰ

（ベクトル加算駆動型線形予測）、マルチパルス符号化

その他の方法が知られている。これらの技術は、M.R.Sc

hroeder and B.S.Atal :" Gode-Excited Linear Predic

tion (CELP): High-quality Speech atVery Low Rates

 ", Proc.ICASSP'85,25.1.1, pp.937-940,1985、或はI.

A.Gersonand M.A.Jasiuk : "VectorSum Excited Linear

 Prediction (VSELP) SpeechCoding at 8 kps", proc. 

ICASSP'90, S9.3, pp.461-464,1990 、或は小澤一範荒

関  卓 ; "ピッチ情報を用いた9.6-4.8kbit/s マルチパ

ルス音声符号化方式”信学誌（Ｄ－II），Ｊ72－Ｄ－I

I,8, pp.1125-1132,1989 その他の文献に開示されてい

る。

【０００３】これらの方式は、図１に示される通り、入

力音声を複数サンプリングしたものをフィルタ係数決定

部１０に供給して、ここにおいてフィルタ係数を計算す

る。計算されたフィルタ係数はフィルタ係数量子化部１

１に供給されて、ここにおいて量子化される。量子化さ

れたフィルタ係数を合成フィルタ１２に設定する。Ａ

（ｚ）は合成フィルタ１２の伝達関数である。ピッチ励

振源１３の複数のピッチ周期成分（励振候補）から選択

されたピッチ周期成分と、符号帳励振源１４の複数の雑

音波形ベクトル成分（例えば乱数ベクトル成分、励振候

補）から選択された候補とに対してそれぞれ利得部１５

および利得部１６において適当な利得を加えた後、これ

らを加算器において加算したものを駆動信号として合成

フィルタ１２に供給し、音声を合成する。入力音声パワ

ー量子化部１９は入力音声のパワーを計算し、これを量

子化して入力音声とピッチ周期成分を正規化する。合成

音声と正規化された入力音声との間の差である歪が最も

小さくなるように歪パワー計算部１７において両励振源

中の各励振候補を選択し、かつ利得部１５および利得部

１６の各利得を設定する。符号出力部１８は予測係数、

入力音声パワー、ピッチ周期成分候補と符号帳の候補そ

れぞれに対して選ばれたコード番号および利得を符号と

して出力する。これらの方式は、上述の通り、入力音声

のパワーを量子化して伝送するものである。この量子化

されたパワー情報が伝送路で誤った場合、復号音声の品

質は著しく劣化する。

【０００４】一方、パワー情報を使用しない方式とし

て、１６kbit/s程度の情報量を使用したＬＤ－ＣＥＬＰ

（低遅延符号駆動型線形予測）符号化方式がある（J.Ch

en ; "High Quality 16 kb/s Speech Coding with a On

e-Way Delay Less Than 2 ms "Proc. ICASSP'90,33.s9.

1,1990.参照）。この方法はパワーの後方予測を採用し

ている。図２に示される如く、現在量子化しようとする

フレーム内のパワーを量子化せず、利得予測部２３にお

いて過去の残差波形のパワーから線形予測により次のフ

レームのパワー（即ち、利得）を予測している。また、

復号波形をフィルタ係数決定部２５において５０次の高

次の予測を行い、ピッチの周期性も含めた線形予測を行

う。合成フィルタ２４にフィルタ係数をセットし、その

合成フィルタ１／Ａ（ｚ）を使用して符号帳励振源中の

形状ベクトル成分（雑音成分）候補を求め、その符号を

伝送する。この方法は符号器と復号器の双方において過

去に復号化された音声を共通に利用することができるの

で、音声パワーの情報を伝送する必要がない。

【０００５】しかし、ＬＤ－ＣＥＬＰは現在のフレーム

の予測を過去の復号化された系列のみから行うものであ

るので、予測誤差が従来の前方予測型と比較して大き

い。そのために、８kbit/s程度の情報量による符号化で

は急激に波形歪が増大し、品質が劣化する。従って、８

kbit/s程度の情報量により高品質の音声符号化を実現す

るには、ＬＤ－ＣＥＬＰの如くピッチの周期性を線形予

測に含めるのではなく、ピッチ周期成分も復号化された

音声から抽出する必要がある。

【０００６】

【発明が解決しようとする課題】この発明は、雑音符号

帳を使用する駆動型線形予測符号化装置において、伝送

路誤りが発生したときに復号音声に聴感上の大きな劣化

を与える音声利得に関する情報を伝送することなく、良

い品質の音声を復号することができる音声の予測符号化

装置を提供するものである。

【０００７】

【課題を解決するための手段】入力音声を複数サンプリ
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ングしたものに基づいて計算された量子化フィルタ係数

の設定された合成フィルタ３７を具備し、複数のピッチ

周期成分を有するピッチ励振源３０と複数の雑音波形ベ

クトル成分を有する符号帳励振源３１とより成る２個の

励振源からフレーム単位毎に時系列ベクトル成分により

合成フィルタ３７を駆動して音声を再生することを利用

して音声を符号化する音声の予測符号化装置において、

２個の励振源３０および３１のベクトル成分それぞれに

対して利得を同時に乗算する利得部３３を具備し、合成

音声と入力音声との間の差である歪を最小にする様に両

励振源中の各励振ベクトル成分を選択すると共に利得部

３３の利得を設定する歪パワー計算部３８を具備し、符

号帳励振源３１の選択された雑音波形ベクトル成分に選

択された利得を乗じた残差波形とそれ以前に蓄積されて

いる残差波形とに基づいて次のフレームの符号帳の雑音

波形ベクトル成分に与える利得を予測する利得予測部３

４を具備し、利得部４２はピッチ励振源用利得部４２１

および符号帳励振源用利得部４２２をそれぞれ分割し、

ピッチ周期成分と符号帳の励振ベクトル成分それぞれを

半分ずつピッチ励振源用利得部４２１および符号帳励振

源用利得部４２２に与える音声の予測符号化装置を構成

した。そして、入力音声を複数サンプリングしたものに

基づいて計算された量子化フィルタ係数の設定された合

成フィルタ３７を具備し、複数のピッチ周期成分を有す

るピッチ励振源３０と複数の雑音波形ベクトル成分を有

する符号帳励振源３１とより成る２個の励振源からフレ

ーム単位毎に時系列ベクトル成分により合成フィルタ３

７を駆動して音声を再生することを利用して音声を符号

化する音声の予測符号化装置において、２個の励振源３

０および３１のベクトル成分それぞれに対して利得を同

時に乗算する利得部３３を具備し、合成音声と入力音声

との間の差である歪を最小にする様に両励振源中の各励

振ベクトル成分を選択すると共に利得部３３の利得を設

定する歪パワー計算部３８を具備し、符号帳励振源３１

の選択された雑音波形ベクトル成分に選択された利得を

乗じた残差波形とそれ以前に蓄積されている残差波形と

に基づいて次のフレームの符号帳の雑音波形ベクトル成

分に与える利得を予測する利得予測部３４を具備し、利

得部３３をピッチ励振源用利得部５０と符号帳励振源利

得部５１とを縦続接続して構造化した音声の予測符号化

装置を構成した。

【０００８】

【実施例】この発明の実施例を図３ないし図５を参照し

て説明する。入力音声を複数サンプリングしたものをフ

ィルタ係数決定部３５に供給し、ここにおいてフィルタ

係数を計算する。計算されたフィルタ係数は次いでフィ

ルタ係数量子化部３６に供給され、フィルタ係数はここ

において量子化されて、その量子化されたフィルタ係数

は合成フィルタ３７に設定される。Ａ（ｚ）は合成フィ

ルタ３７の伝達関数である。合成フィルタ３７の励振源

は２個より成る。その一方はピッチ励振源３０の複数の

ピッチ周期成分（励振候補）から選択されたピッチ周期

成分に利得部３３において適当な利得を乗じた成分であ

り、他方は符号帳励振源３１の複数の雑音波形ベクトル

成分（例えば乱数ベクトル成分、励振候補）から選択さ

れた候補であって予測利得部３２において予測利得倍し

た候補に利得部３３において適当な利得を乗じた成分で

ある。ここで、利得部３３における選択されたピッチ周

期成分および雑音波形ベクトル成分に対する利得の乗算

は符号化効率を上げるために同時に実施される。歪パワ

ー計算部３８は合成音声と入力音声との間の差である歪

が最も小さくなる様に両励振源中の各励振候補を選択

し、かつ利得部３３の利得を設定する。符号出力部３９

はフィルタ係数、ピッチ周期成分候補および符号帳の候

補のそれぞれについて、選択されたコード番号および利

得を符号として出力する。利得予測部３４は、符号帳励

振源３１の選択された候補を予測利得部３２において予

測利得倍したものに利得部３３において選択された利得

を乗じた残差波形とそれ以前に蓄積されている残差波形

とに基づいて、次のフレームの符号帳の候補に与える利

得（パワー）を予測する。

【０００９】ところで、利得の情報が伝送路において誤

った場合も復号音声はその影響を蒙る。この影響を少な

くするために図３における利得部３３を分割する。これ

を図４を参照して説明するに、利得部４２はピッチ励振

源用利得部４２１および符号帳励振源用利得部４２２を

それぞれ分割し、ピッチ周期成分と符号帳の励振ベクト

ル成分それぞれを半分づつピッチ励振源用利得部４２１

および符号帳励振源用利得部４２２に与える。ピッチ励

振源用利得部４２１および符号帳励振源用利得部４２２

において適当な利得を加えた後、これらをそれぞれ加算

器５１および加算器５２において加算した結果を、更に

加算器５３において加算したものを駆動信号として合成

フィルタに供給し、音声を合成する。全体として合成音

声と入力音声との間の差である歪が小さくなる様に個々

の利得はピッチ周期成分と励振ベクトル成分を一括して

決定する。この様に利得部を分割することにより、何れ

か一方の利得情報が伝送路において誤っても、他方の利

得情報によってこれを補うことができ、伝送路誤りによ

る影響を少なくすることができる。以下、伝送路誤りに

よる影響を少なくすることについて、これを具体的に説

明する。２個の符号帳を使用して、それぞれから入力音

声に近似するピッチ周期ベクトル、符号帳励振ベクトル

を選択する。最終的には、これら２個のベクトルをそれ

ぞれ加算器５１および加算器５２において加算して出力

する。各ベクトルとインデックスとは、例えば、表１の

如く対応づけられている。

                              表  １
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        インデックス        ピッチ周期        符号帳励振

          ００００            ｇP0               ｇC0

          ０００１            ｇP0               ｇC1

          ００１０            ｇP0               ｇC2

          ００１１            ｇP0               ｇC3

          ０１００            ｇP1               ｇ'C0

          ０１０１            ｇP1               ｇ'C1

          ０１１０            ｇP1               ｇ'C2

          ０１１１            ｇP1               ｇ'C3

              ･                ･                    ･

              ･                ･                    ･

              ･                ･                    ･

各ベクトル情報の伝送対象としては、インデックスが対

象となり、ピッチ励振源用利得部４２１および符号帳励

振源用利得部４２２からそれぞれ出力され、補助情報と

して最終的に復号器に伝送される。伝送において、以上

のインデックスが双方共に誤ることは希であり、一方の

インデックスが誤ったとしても、他方のインデックスは

大抵正しく伝送される。音声は正しく伝送されたインデ

ックスに対応するベクトルに基づいて再生されるので誤

りの影響は軽減される。

【００１０】また、利得の情報が伝送路において誤った

場合の対策として、図３における利得部３３を図５に示

される如くに、ピッチ励振源用利得部５０と符号帳励振

源用利得部５１とを縦続接続して構造化する。ピッチ周

期成分は｛ｇp0～ｇpM｝の中から選択される。符号帳の

励振ベクトル成分は、例えば、ピッチ周期成分ｇp0が選

択された場合は、｛ｇc0～ｇcN｝の中から選択される。

このように構造化しておけば、符号帳の励振ベクトル成

分の利得情報が誤ってもピッチ周期成分の情報はまった

く影響を受けない。逆に、ピッチ周期成分の利得情報が

誤った場合は、符号帳の利得情報も誤るが、符号帳の利

得のコードを適切に並べておくことによりその影響を少

なくすることができる。以下、ピッチ励振源用利得部と

符号帳励振源用利得部とを縦続接続して構造化したこと

による効果を具体的に説明する。インデックスは、先の

表１の如く４ビットより成るものとして説明する。ここ

で、インデックスの上２桁をピッチ周期の利得情報に対

応させることができる。インデックスの下２桁が誤って

も、上２桁に誤がなければピッチ励振の利得情報は変化

しない。また、上２桁が誤る場合においても、

ｇC0≒ｇ'C0≒ｇ''C0･････、ｇC1≒ｇ'C1≒ｇ''C1･････

の如く構成しておくことにより、下２桁が誤まらなけれ

ば符号帳励振利得の影響を軽減することができる。即

ち、上２桁はピッチ励振利得にほぼ対応し、下２桁は符

号帳励振利得にほぼ対応しており、ｇP0ｇC0が誤ってｇ

P1ｇ'C0 となるものとすると、ｇP0とｇP1は大きく変化

するかも知れないが、ｇC0とｇ'C0 は類似しており、符

号帳励振利得はあまり変化しない。この構成において、

ピッチ励振の利得はスカラー量子化に類似する。しか

し、インデックスを選択する際に、符号帳励振利得と組

み合わせる点が単なるスカラー量子化とは異なる。

【００１１】

【発明の効果】以上の通りであって、この発明によれ

ば、利得部はピッチ励振源用利得部および符号帳励振源

用利得部をそれぞれ分割し、ピッチ周期成分と符号帳の

励振ベクトル成分それぞれを半分ずつピッチ励振源用利

得部および符号帳励振源用利得部に与える構成を採用す

ることにより、何れか一方の利得情報が伝送路において

誤っても、他方の利得情報によってこれを補うことがで

き、伝送路誤りによる影響を少なくすることができる。

そして、利得部をピッチ励振源用利得部と符号帳励振源

用利得部とを縦続接続して構造化する構成を採用するこ

とにより、符号帳の励振ベクトル成分の利得情報が誤っ

てもピッチ周期成分の情報はまったく影響を受けない。

逆に、ピッチ周期成分の利得情報が誤った場合は、符号

帳の利得情報も誤るが、符号帳の利得のコードを適切に

並べておくことによりその影響を少なくすることができ

る。

【図面の簡単な説明】

【図１】従来の音声予測符号化装置のブロック図。

【図２】従来の音声予測符号化装置であるＬＤ－ＣＥＬ

Ｐのブロック図。

【図３】実施例の前提条件を説明するブロック図。

【図４】分割した利得部のブロック図。

【図５】構造化した利得部のブロック図。

【符号の説明】

３０    ピッチ励振源

３１    符号帳励振源

３３    利得部

３４    利得予測部

３７    合成フィルタ

３８    歪パワー計算部

４２    利得部

４２１  ピッチ励振源用利得部

４２２  符号帳励振源用利得部

５０    ピッチ励振源用利得部

５１    符号帳励振源用利得部
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【図２】

【図１】 【図５】
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【図３】

【図４】
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